
 

 

２０２５年５月１３日 

  

「ヤクルトグループ環境ビジョン」における「環境目標２０３０」の改定 

 

株式会社ヤクルト本社（社長 成田 裕）は、人と地球の共生社会の実現を目指す「ヤクルトグ

ループ環境ビジョン」の中期目標である「環境目標２０３０」を見直し、２０２５年５月に改定

しましたのでお知らせします。 

ヤクルトグループは、コーポレートスローガン「人も地球も健康に」のもと、人と地球の共生

社会を実現するために、２０２１年に「環境ビジョン２０５０」を策定し、「バリューチェーン環

境負荷ゼロ経営」を目指すこととしました。また、当ビジョンに基づいた実効性のある取り組み

を推進するため、バックキャスティング思考＊１に基づき、環境問題にかかわるマテリアリティ

（重要課題）を「気候変動」「プラスチック容器包装」「水」に特定し、定量目標を含めた「環境

目標２０３０」および「環境アクション（２０２１－２０２４）」を策定しました。 

今般「環境アクション（２０２１‐２０２４）」が終了し、「気候変動」「水」については、

削減目標を達成することができましたが、「プラスチック容器包装」については、販売数量が大

幅に増加したことにより、目標を達成することができませんでした。これらの進捗状況および昨

今の社会情勢などを加味して、２０２５年度以降の新たな目標の検討を行い、「環境目標 

２０３０」の改定を行いました。 

新たな目標の検討に際しては、まず目標の対象範囲について、国内の本社（単体）およびボト

リング会社に加え、国内外の全連結子会社まで拡大しました。また、環境問題にかかわるマテリ

アリティ（重要課題）の見直しを行い、当社の事業が自然環境に影響を及ぼすことを考慮し「生

物多様性の保全」を追加しました。さらに、既存のマテリアリティの名称については、ステーク

ホルダーが内容を理解しやすいよう「気候変動の緩和と適応」「持続可能なプラスチック容器包

装の推進」「持続可能な水資源管理」と変更しました。 

 

 

 

 



 

 

＜環境ビジョン２０５０＞  

「 人と地球の共生社会を実現するバリューチェーン環境負荷ゼロ経営 」  

～ ２０５０年までに温室効果ガス排出量ネットゼロ（スコープ１・２・３※２）を目指します ～ 

＜環境目標２０３０＞                           （２０２５年５月改定） 

マテリアリティ（重要課題） 目  標 

気候変動の緩和と適応 （改定前） 

温室効果ガス排出量（国内スコープ１・２）を２０１８年度比３０％削減する 

（改定後） 

〔対象範囲：本社および国内外全連結子会社〕 

１. 温室効果ガス排出量（スコープ１・２）を２０２２年度比４２％削減する 

２. 温室効果ガス排出量（スコープ３）を２０２２年度比２５％削減する 

３.温室効果ガス排出量（ＦＬＡＧ※３）を２０２２年度比３１％削減する 

持続可能なプラスチック容器

包装の推進 

（改定前） 

プラスチック製容器包装の使用量（国内）を２０１８年度比３０％削減あるい

は再生可能にする 

（改定後） 

１. ２０３０年度のプラスチック製容器包装使用量（国内・海外）の２０％以

上に相当する量に対してサステナブルな取り組みを実施する 

２. ヤクルト容器の水平リサイクルの仕組みを確立する 

持続可能な水資源管理 （改定前） 

水使用量（国内乳製品工場：生産量原単位）を２０１８年度比１０％削減する 

（改定後） 

１．国内・海外の乳製品工場における水リスク詳細調査により、各地域におけ

る課題を抽出し、優先順位の高い課題への施策展開を１００％実施する 

２．削減活動の継続に加え、２０３０年度の製品化された水消費量 

 （国内・海外の乳製品工場) を対象に、水源涵養活動※４を推進する 

生物多様性の保全（新規） １. 地域社会における生物多様性保全活動への支援・参画を推進する 

２. 事業活動による生物多様性への影響を把握し、軽減施策を推進する 

改定前の「環境目標２０３０」については、「サステナビリティレポート２０２４」に掲載しています。 

https://www.yakult.co.jp/company/sustainability/download/pdf/sustainability2024.pdf#page=22 

 

https://www.yakult.co.jp/company/sustainability/download/pdf/sustainability2024.pdf#page=22


 

 

※１ バックキャスティング思考 

   未来のあるべき姿を起点として、現状、何をするべきかを考える思考方法 

 

 ※２ スコープ１・２・３ 

       温室効果ガス排出量を排出源によって分類するための枠組み 

（ＧＨＧプロトコルに基づく概要）  

スコープ１：自社の事業活動での燃料使用に伴う直接排出量  

スコープ２：企業が外部から購入する電力・蒸気・熱に関する間接排出量  

スコープ３：事業活動に関連するサプライチェーンにおける間接排出量 

  

※３ ＦＬＡＧ  

  森林、土地、農業を示す Ｆｏｒｅｓｔ，Ｌａｎｄ，ａｎｄ Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒｅ の頭

文字を取った言葉であり、土地利用変化や土地管理での排出等が対象となる。 

 

※４ 水源涵養活動 

   水源地の森林整備や植樹、土壌の保護などを行うことで、森林が雨水を吸収し、それを地下 

水や河川にゆっくりと供給する機能を維持・増進する活動 

以 上 

 


